
�愛媛県告示第４２５号
次の病院は、救急病院等を定める省令（昭和３９年厚生省令第８号）

第１条第１項の規定による救急病院である。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

名 称 所 在 地 開 設 者 名 認 定 の
有効期限

瀬戸内海病院 今治市北宝来町二丁目４
番地９

社会医療法人生
きる会

平成２６年
３月２５日
まで

�������
�愛媛県告示第４２６号
次の病院は、救急病院等を定める省令（昭和３９年厚生省令第８号）

第１条第１項の規定による救急病院である。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

名 称 所 在 地 開 設 者 名 認 定 の
有効期限

市立八幡浜総合
病院

八幡浜市大平１番耕地６３８
番地 八幡浜市

平成２６年
３月２７日
まで

�������
�愛媛県告示第４２７号
土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法

律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項及び第８条第１項の規定に

基づき、次のとおり土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域を

指定する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

建築物に作用
すると想定さ
れる衝撃に関
する事項

表
２０８－
�－４
�

四国中
央市金
生町山
田井
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

表
２０８－
�－４
�

四国中
央市金
生町山
田井
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

大久保
（北）
２０８－
�－７
�

四国中
央市金
田町金
川
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

大久保
（北）
２０８－
�－７
�

四国中
央市金
田町金
川
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

葱尾
２０８－
� －
２５４４�

四国中
央市川
滝町下
山
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

葱尾
２０８－
� －
２５４４�

四国中
央市川
滝町下
山
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

涼川
２０８－
� －
２５４５�

四国中
央市金
田町金
川
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

涼川
２０８－
� －
２５４５�

四国中
央市金
田町金
川
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

北柴生
Ｂ
２０８－
� －
２６３６�

四国中
央市柴
生町
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

北柴生
Ｂ
２０８－
� －
２６３６�

四国中
央市柴
生町
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

沼ヶ谷
Ａ
２０８－
� －
２６３８�

四国中
央市金
生町山
田井
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

沼ヶ谷
Ａ
２０８－
� －
２６３８�

四国中
央市金
生町山
田井
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

名草谷
２０８－
� －
２６３９�

四国中
央市妻
鳥町
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

名草谷
２０８－
� －
２６３９�

四国中
央市妻
鳥町
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り
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宮の谷
Ｂ
２０８－
� －
２６４０�

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

宮の谷
Ｂ
２０８－
� －
２６４０�

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

椿 堂
（北）
２０８－
� －
２６４１�

四国中
央市川
滝町下
山
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

椿 堂
（北）
２０８－
� －
２６４１�

四国中
央市川
滝町下
山
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

脇の山
２０８－
� －
２６４３�

四国中
央市金
生町山
田 井
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

脇の山
２０８－
� －
２６４３�

四国中
央市金
生町山
田井
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

東の谷
川
２０８－
１００２

四国中
央市川
之江町
余木
（次の
図のと
おり）

土石流 東の谷
川
２０８－
１００２

四国中
央市川
之江町
余木
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

中の谷
川
２０８－
１００３

四国中
央市川
之江町
余木
（次の
図のと
おり）

土石流 中の谷
川
２０８－
１００３

四国中
央市川
之江町
余木
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西ノ川
２０８－
１００４－
１

四国中
央市川
之江町
余木
（次の
図のと
おり）

土石流 西ノ川
２０８－
１００４－
１

四国中
央市川
之江町
余木
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西ノ川
２０８－
１００４－
２

四国中
央市川
之江町
余木
（次の
図のと
おり）

土石流 西ノ川
２０８－
１００４－
２

四国中
央市川
之江町
余木
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

二名川
２０８－
１００５－
１

四国中
央市川
之江町
余木
（次の
図のと
おり）

土石流 二名川
２０８－
１００５－
１

四国中
央市川
之江町
余木
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

二名川
２０８－
１００５－
２

四国中
央市川
之江町
余木
（次の
図のと
おり）

土石流 二名川
２０８－
１００５－
２

四国中
央市川
之江町
余木
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

北長須
川
２０８－
１００６

四国中
央市川
之江町
長須
（次の
図のと
おり）

土石流 北長須
川
２０８－
１００６

四国中
央市川
之江町
長須
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

長須川
２０８－
１００７－
１

四国中
央市川
之江町
長須
（次の
図のと
おり）

土石流 長須川
２０８－
１００７－
１

四国中
央市川
之江町
長須
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

長須川
２０８－
１００７－
２

四国中
央市川
之江町
長須
（次の
図のと
おり）

土石流 長須川
２０８－
１００７－
２

四国中
央市川
之江町
長須
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東町川
２０８－
１００９

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 東町川
２０８－
１００９

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

高野谷
川
２０８－
１０１０－
１

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 高野谷
川
２０８－
１０１０－
１

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

高野谷
川
２０８－
１０１０－
２

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 高野谷
川
２０８－
１０１０－
２

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

不老の
谷川
２０８－
１０１１

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 不老の
谷川
２０８－
１０１１

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

寺の谷
川
２０８－
１０１２－
１

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 寺の谷
川
２０８－
１０１２－
１

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

寺の谷
川
２０８－
１０１２－
２

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 寺の谷
川
２０８－
１０１２－
２

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

寺の谷
川
２０８－
１０１２－
３

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 寺の谷
川
２０８－
１０１２－
３

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

イケヤ
谷川
２０８－
１０１３

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 イケヤ
谷川
２０８－
１０１３

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

松木川
２０８－
１０１４

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 松木川
２０８－
１０１４

四国中
央市川
之江町
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東黒岩
川
２０８－
１０１６

四国中
央市金
生町山
田井
（次の
図のと
おり）

土石流 東黒岩
川
２０８－
１０１６

四国中
央市金
生町山
田井
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

黒岩川
２０８－
１０１７

四国中
央市金
生町山
田井
（次の
図のと
おり）

土石流 黒岩川
２０８－
１０１７

四国中
央市金
生町山
田井
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

竜王谷
川
２０８－
１０１８

四国中
央市金
生町山
田井
（次の
図のと
おり）

土石流 竜王谷
川
２０８－
１０１８

四国中
央市金
生町山
田井
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東竜王
谷川
２０８－
１０１９

四国中
央市金
生町山
田井
（次の
図のと
おり）

土石流 東竜王
谷川
２０８－
１０１９

四国中
央市金
生町山
田井
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

池之奥
川
２０８－
１０２１－
１

四国中
央市金
田町半
田
（次の
図のと
おり）

土石流 池之奥
川
２０８－
１０２１－
１

四国中
央市金
田町半
田
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

池之奥
川
２０８－
１０２１－
２

四国中
央市金
田町半
田
（次の
図のと
おり）

土石流 池之奥
川
２０８－
１０２１－
２

四国中
央市金
田町半
田
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り
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池之奥
川
２０８－
１０２１－
３

四国中
央市金
田町半
田
（次の
図のと
おり）

土石流 池之奥
川
２０８－
１０２１－
３

四国中
央市金
田町半
田
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

的場谷
川
２０８－
１０３２－
１

四国中
央市川
滝町下
山
（次の
図のと
おり）

土石流 的場谷
川
２０８－
１０３２－
１

四国中
央市川
滝町下
山
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

的場谷
川
２０８－
１０３２－
２

四国中
央市川
滝町下
山
（次の
図のと
おり）

土石流 的場谷
川
２０８－
１０３２－
２

四国中
央市川
滝町下
山
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

田尾谷
川
２０８－
１０３３

四国中
央市川
滝町領
家
（次の
図のと
おり）

土石流 田尾谷
川
２０８－
１０３３

四国中
央市川
滝町領
家
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

芹谷川
２０８－
１０３５

四国中
央市川
滝町領
家
（次の
図のと
おり）

土石流 芹谷川
２０８－
１０３５

四国中
央市川
滝町領
家
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

合路川
２０８－
１０３７

四国中
央市川
滝町領
家
（次の
図のと
おり）

土石流 合路川
２０８－
１０３７

四国中
央市川
滝町領
家
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

奥の宮
川
２０８－
１０３９

四国中
央市金
田町半
田
（次の
図のと
おり）

土石流 奥の宮
川
２０８－
１０３９

四国中
央市金
田町半
田
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

涼川奥
谷川
２０８－
１０４１－
１

四国中
央市金
田町金
川
（次の
図のと
おり）

土石流 涼川奥
谷川
２０８－
１０４１－
１

四国中
央市金
田町金
川
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

涼川奥
谷川
２０８－
１０４１－
２

四国中
央市金
田町金
川
（次の
図のと
おり）

土石流 涼川奥
谷川
２０８－
１０４１－
２

四国中
央市金
田町金
川
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

八戸谷
川
２０８－
１０４５

四国中
央市金
田町金
川
（次の
図のと
おり）

土石流 八戸谷
川
２０８－
１０４５

四国中
央市金
田町金
川
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

前砂子
川
２０８－
１０４７

四国中
央市妻
鳥町
（次の
図のと
おり）

土石流 前砂子
川
２０８－
１０４７

四国中
央市妻
鳥町
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

名草谷
川
２０８－
１０４８

四国中
央市妻
鳥町
（次の
図のと
おり）

土石流 名草谷
川
２０８－
１０４８

四国中
央市妻
鳥町
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

（「次の図」は、省略し、その図面は、土木部河川港湾局砂防課、

四国中央土木事務所及び四国中央市に備えて一般の縦覧に供する。）

�愛媛県告示第４２８号
土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法

律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項及び第８条第１項の規定に

基づき、次のとおり土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域を

指定する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

建築物に作用
すると想定さ
れる衝撃に関
する事項

鍛冶屋
Ｂ
３２３－
� －
１７３�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

鍛冶屋
Ｂ
３２３－
� －
１７３�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

長面
３２３－
� －
１７４�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

長面
３２３－
� －
１７４�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

高座
３２３－
� －
１７５�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

高座
３２３－
� －
１７５�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

宮の成
３２３－
� －
１７６�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

宮の成
３２３－
� －
１７６�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

梶Ａ
３２３－
� －
１８５�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

梶Ａ
３２３－
� －
１８５�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

梶Ｂ
３２３－
� －
１８６�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

梶Ｂ
３２３－
� －
１８６�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

馬木
３２３－
�－１７
�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

馬木
３２３－
�－１７
�

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

久兵衛
ヶ谷川
２１２－
１００１

西条市
河之内
（次の
図のと
おり）

土石流 久兵衛
ヶ谷川
２１２－
１００１

西条市
河之内
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

北川
２１２－
１００２－
１ａ

西条市
河之内
（次の
図のと
おり）

土石流 北川
２１２－
１００２－
１ａ

西条市
河之内
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

北川
２１２－
１００２－
１ｂ

西条市
河之内
（次の
図のと
おり）

土石流 北川
２１２－
１００２－
１ｂ

西条市
河之内
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

大日川
３２１－
１００１ａ

西条市
川原谷
（次の
図のと
おり）

土石流 大日川
３２１－
１００１ａ

西条市
川原谷
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

大日川
３２１－
１００１ｂ

西条市
川原谷
（次の
図のと
おり）

土石流 大日川
３２１－
１００１ｂ

西条市
川原谷
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

大日川
３２１－
１００１ｃ

西条市
川原谷
（次の
図のと
おり）

土石流 大日川
３２１－
１００１ｃ

西条市
川原谷
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り
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大日川
３２１－
１００１ｄ

西条市
川原谷
（次の
図のと
おり）

土石流 大日川
３２１－
１００１ｄ

西条市
川原谷
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

大日川
３２１－
１００１ｅ

西条市
川原谷
（次の
図のと
おり）

土石流 大日川
３２１－
１００１ｅ

西条市
川原谷
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東大谷
川
３２３－
１０２９

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

土石流 東大谷
川
３２３－
１０２９

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

南猪ノ
谷川
３２３－
１０３４

西条市
臼坂
（次の
図のと
おり）

土石流 南猪ノ
谷川
３２３－
１０３４

西条市
臼坂
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

猪ノ谷
川
３２３－
１０３５

西条市
臼坂
（次の
図のと
おり）

土石流 猪ノ谷
川
３２３－
１０３５

西条市
臼坂
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

ゴシャ
ク谷川
３２３－
１０３８ａ

西条市
臼坂
（次の
図のと
おり）

土石流 ゴシャ
ク谷川
３２３－
１０３８ａ

西条市
臼坂
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

ゴシャ
ク谷川
３２３－
１０３８ｂ

西条市
臼坂
（次の
図のと
おり）

土石流 ゴシャ
ク谷川
３２３－
１０３８ｂ

西条市
臼坂
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

（「次の図」は、省略し、その図面は、土木部河川港湾局砂防課、

東予地方局建設部及び西条市に備えて一般の縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第４２９号
土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法

律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項の規定に基づき、次のとお

り土砂災害警戒区域を指定する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

土砂災害警戒区域

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

西の川
２１２－
１００２

西条市
河之内
（次の
図のと
おり）

土石流

大谷川
３２３－
１０３０

西条市
鞍瀬
（次の
図のと
おり）

土石流

（「次の図」は、省略し、その図面は、土木部河川港湾局砂防課、

東予地方局建設部及び西条市に備えて一般の縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第４３０号
土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法

律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項及び第８条第１項の規定に

基づき、次のとおり土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域を

指定する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

建築物に作用
すると想定さ
れる衝撃に関
する事項

中浦
２０４－
� －
１５２６�

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

中浦
２０４－
� －
１５２６�

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

高野地
Ｂ
２０４－
� －
１５７４�

八幡浜
市高野
地
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

高野地
Ｂ
２０４－
� －
１５７４�

八幡浜
市高野
地
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

松柏Ｃ
２０４－
� －
１５８９�

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

松柏Ｃ
２０４－
� －
１５８９�

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

勘定川
２０４－
１０１３

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 勘定川
２０４－
１０１３

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西川
２０４－
１０１４

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 西川
２０４－
１０１４

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

杖ノ浦
川
２０４－
１０１５－
１

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 杖ノ浦
川
２０４－
１０１５－
１

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

杖ノ浦
川
２０４－
１０１５－
２

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 杖ノ浦
川
２０４－
１０１５－
２

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東川
２０４－
１０１６

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 東川
２０４－
１０１６

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

大内浦
川
２０４－
１０１７

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 大内浦
川
２０４－
１０１７

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東大内
浦川
２０４－
１０１８

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 東大内
浦川
２０４－
１０１８

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

中之浦
川
２０４－
１０１９

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 中之浦
川
２０４－
１０１９

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

寺上川
２０４－
１０２１

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 寺上川
２０４－
１０２１

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西下名
坂川
２０４－
１０２２

八幡浜
市大平
（次の
図のと
おり）

土石流 西下名
坂川
２０４－
１０２２

八幡浜
市大平
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西中名
坂川
２０４－
１０２３

八幡浜
市大平
（次の
図のと
おり）

土石流 西中名
坂川
２０４－
１０２３

八幡浜
市大平
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り
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西上名
坂川
２０４－
１０２４

八幡浜
市大平
（次の
図のと
おり）

土石流 西上名
坂川
２０４－
１０２４

八幡浜
市大平
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東名坂
川
２０４－
１０２６

八幡浜
市大平
（次の
図のと
おり）

土石流 東名坂
川
２０４－
１０２６

八幡浜
市大平
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

宮下川
２０４－
１０３２

八幡浜
市矢野
町
（次の
図のと
おり）

土石流 宮下川
２０４－
１０３２

八幡浜
市矢野
町
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

カクオ
ジ川
２０４－
１０３５

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 カクオ
ジ川
２０４－
１０３５

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西入寺
川
２０４－
１０３６

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 西入寺
川
２０４－
１０３６

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

中入寺
川
２０４－
１０３９

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 中入寺
川
２０４－
１０３９

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東入寺
川
２０４－
１０４０

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 東入寺
川
２０４－
１０４０

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西鳴滝
川
２０４－
１０４１

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 西鳴滝
川
２０４－
１０４１

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

池田川
２０４－
１０５０－
１

八幡浜
市郷
（次の
図のと
おり）

土石流 池田川
２０４－
１０５０－
１

八幡浜
市郷
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

池田川
２０４－
１０５０－
２

八幡浜
市郷
（次の
図のと
おり）

土石流 池田川
２０４－
１０５０－
２

八幡浜
市郷
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

稲市川
２０４－
１０５２

八幡浜
市郷
（次の
図のと
おり）

土石流 稲市川
２０４－
１０５２

八幡浜
市郷
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

松柏川
２０４－
１０５３

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 松柏川
２０４－
１０５３

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

南柏川
２０４－
１０５５－
１

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 南柏川
２０４－
１０５５－
１

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

南柏川
２０４－
１０５５－
２

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 南柏川
２０４－
１０５５－
２

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

山越川
２０４－
１０５６

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 山越川
２０４－
１０５６

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西山越
川
２０４－
１０５７

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 西山越
川
２０４－
１０５７

八幡浜
市松柏
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

矢野川
２０４－
１０８６

八幡浜
市広瀬
三丁目
（次の
図のと
おり）

土石流 矢野川
２０４－
１０８６

八幡浜
市広瀬
三丁目
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

当川
２０４－
１０８９－
２

八幡浜
市栗野
浦
（次の
図のと
おり）

土石流 当川
２０４－
１０８９－
２

八幡浜
市栗野
浦
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

宮浦川
２０４－
１０９１

八幡浜
市栗野
浦
（次の
図のと
おり）

土石流 宮浦川
２０４－
１０９１

八幡浜
市栗野
浦
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

（「次の図」は、省略し、その図面は、土木部河川港湾局砂防課、

八幡浜土木事務所及び八幡浜市に備えて一般の縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第４３１号
土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法

律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項の規定に基づき、次のとお

り土砂災害警戒区域を指定する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

土砂災害警戒区域

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

下寺上
川
２０４－
１０２０

八幡浜
市向灘
（次の
図のと
おり）

土石流

東上名
坂川
２０４－
１０２５

八幡浜
市大平
（次の
図のと
おり）

土石流

西谷川
２０４－
１０３１

八幡浜
市松本
町
（次の
図のと
おり）

土石流

樽谷川
２０４－
１０３４

八幡浜
市桧谷
（次の
図のと
おり）

土石流

西矢野
川
２０４－
１０８７

八幡浜
市広瀬
三丁目
（次の
図のと
おり）

土石流

当川
２０４－
１０８９－
１

八幡浜
市栗野
浦
（次の
図のと
おり）

土石流

（「次の図」は、省略し、その図面は、土木部河川港湾局砂防課、

八幡浜土木事務所及び八幡浜市に備えて一般の縦覧に供する。）

愛 媛 県 報平成２３年３月２９日 第２２５４号

２４２



�愛媛県告示第４３２号
土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法

律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項及び第８条第１項の規定に

基づき、次のとおり土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域を

指定する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

土砂災害警戒区域 土砂災害特別警戒区域

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

建築物に作用
すると想定さ
れる衝撃に関
する事項

ナカス
ジ
４４５－
� －
２７３７�

西予市
三瓶町
蔵貫浦
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

ナカス
ジ
４４５－
� －
２７３７�

西予市
三瓶町
蔵貫浦
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

宮野浦
４６１－
� －
１８０７�

西予市
明浜町
宮野浦
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

宮野浦
４６１－
� －
１８０７�

西予市
明浜町
宮野浦
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

田之浜
東
４６１－
� －
１８０８�

西予市
明浜町
田之浜
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

田之浜
東
４６１－
� －
１８０８�

西予市
明浜町
田之浜
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

田之浜
Ｂ
４６１－
� －
１８０９�

西予市
明浜町
田之浜
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

田之浜
Ｂ
４６１－
� －
１８０９�

西予市
明浜町
田之浜
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

田之浜
西
４６１－
� －
１８１０�

西予市
明浜町
田之浜
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

田之浜
西
４６１－
� －
１８１０�

西予市
明浜町
田之浜
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

伊ノ浦
４６１－
� －
２７４０�

西予市
明浜町
俵津
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

伊ノ浦
４６１－
� －
２７４０�

西予市
明浜町
俵津
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

高山Ｂ
４６１－
� －
２７４４�

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

高山Ｂ
４６１－
� －
２７４４�

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

中浦
４６１－
� －
２７４５�

西予市
明浜町
宮野浦
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

中浦
４６１－
� －
２７４５�

西予市
明浜町
宮野浦
（次の
図のと
おり）

急傾斜地
の崩壊

次の図のとお
り

坂本川
４４５－
１２９３

西予市
三瓶町
周木
（次の
図のと
おり）

土石流 坂本川
４４５－
１２９３

西予市
三瓶町
周木
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

上伊崎
川
４４５－
１２９４

西予市
三瓶町
周木
（次の
図のと
おり）

土石流 上伊崎
川
４４５－
１２９４

西予市
三瓶町
周木
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

中伊崎
川
４４５－
１２９５

西予市
三瓶町
周木
（次の
図のと
おり）

土石流 中伊崎
川
４４５－
１２９５

西予市
三瓶町
周木
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

北中之
浦川
４４５－
１２９６

西予市
三瓶町
長早
（次の
図のと
おり）

土石流 北中之
浦川
４４５－
１２９６

西予市
三瓶町
長早
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西中之
浦川
４４５－
１２９７

西予市
三瓶町
長早
（次の
図のと
おり）

土石流 西中之
浦川
４４５－
１２９７

西予市
三瓶町
長早
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

中之浦
川
４４５－
１２９８

西予市
三瓶町
長早
（次の
図のと
おり）

土石流 中之浦
川
４４５－
１２９８

西予市
三瓶町
長早
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西前浜
川
４４５－
１２９９

西予市
三瓶町
長早
（次の
図のと
おり）

土石流 西前浜
川
４４５－
１２９９

西予市
三瓶町
長早
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西川
４４５－
１３０１

西予市
三瓶町
二及
（次の
図のと
おり）

土石流 西川
４４５－
１３０１

西予市
三瓶町
二及
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

スナハ
チ川
４４５－
１３０２

西予市
三瓶町
二及
（次の
図のと
おり）

土石流 スナハ
チ川
４４５－
１３０２

西予市
三瓶町
二及
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東川
４４５－
１３０３

西予市
三瓶町
二及
（次の
図のと
おり）

土石流 東川
４４５－
１３０３

西予市
三瓶町
二及
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

ハンバ
タケ川
４４５－
１３０４

西予市
三瓶町
二及
（次の
図のと
おり）

土石流 ハンバ
タケ川
４４５－
１３０４

西予市
三瓶町
二及
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

マメア
ジロ川
４４５－
１３０５ａ

西予市
三瓶町
二及
（次の
図のと
おり）

土石流 マメア
ジロ川
４４５－
１３０５ａ

西予市
三瓶町
二及
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

マメア
ジロ川
４４５－
１３０５ｂ

西予市
三瓶町
二及
（次の
図のと
おり）

土石流 マメア
ジロ川
４４５－
１３０５ｂ

西予市
三瓶町
二及
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

上西川
４４５－
１３０６

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 上西川
４４５－
１３０６

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

南下川
４４５－
１３０７

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 南下川
４４５－
１３０７

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

南川
４４５－
１３０９

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 南川
４４５－
１３０９

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西川
４４５－
１３１０

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 西川
４４５－
１３１０

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り
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河原川
４４５－
１３１１ａ

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 河原川
４４５－
１３１１ａ

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

河原川
４４５－
１３１１ｂ

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 河原川
４４５－
１３１１ｂ

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

松尾川
４４５－
１３１２ａ

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 松尾川
４４５－
１３１２ａ

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

松尾川
４４５－
１３１２ｂ

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 松尾川
４４５－
１３１２ｂ

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東松岡
川
４４５－
１３１３

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 東松岡
川
４４５－
１３１３

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

永井川
４４５－
１３１５ｂ

西予市
三瓶町
朝立
（次の
図のと
おり）

土石流 永井川
４４５－
１３１５ｂ

西予市
三瓶町
朝立
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

中永井
川
４４５－
１３１７

西予市
三瓶町
朝立
（次の
図のと
おり）

土石流 中永井
川
４４５－
１３１７

西予市
三瓶町
朝立
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

台川
４４５－
１３１８

西予市
三瓶町
朝立
（次の
図のと
おり）

土石流 台川
４４５－
１３１８

西予市
三瓶町
朝立
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

屋敷川
４４５－
１３１９

西予市
三瓶町
朝立
（次の
図のと
おり）

土石流 屋敷川
４４５－
１３１９

西予市
三瓶町
朝立
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

上朴川
４４５－
１３２１

西予市
三瓶町
朝立
（次の
図のと
おり）

土石流 上朴川
４４５－
１３２１

西予市
三瓶町
朝立
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

和泉谷
川
４４５－
１３２２

西予市
三瓶町
和泉
（次の
図のと
おり）

土石流 和泉谷
川
４４５－
１３２２

西予市
三瓶町
和泉
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

北和泉
川
４４５－
１３２３

西予市
三瓶町
和泉
（次の
図のと
おり）

土石流 北和泉
川
４４５－
１３２３

西予市
三瓶町
和泉
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

下和泉
川
４４５－
１３２４

西予市
三瓶町
和泉
（次の
図のと
おり）

土石流 下和泉
川
４４５－
１３２４

西予市
三瓶町
和泉
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西津布
理川
４４５－
１３３２

西予市
三瓶町
津布理
（次の
図のと
おり）

土石流 西津布
理川
４４５－
１３３２

西予市
三瓶町
津布理
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

新屋敷
川
４４５－
１３３６

西予市
三瓶町
津布理
（次の
図のと
おり）

土石流 新屋敷
川
４４５－
１３３６

西予市
三瓶町
津布理
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

祝谷川
４４５－
１３３７

西予市
三瓶町
津布理
（次の
図のと
おり）

土石流 祝谷川
４４５－
１３３７

西予市
三瓶町
津布理
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

安土川
４４５－
１３３８

西予市
三瓶町
安土
（次の
図のと
おり）

土石流 安土川
４４５－
１３３８

西予市
三瓶町
安土
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

有網代
４４５－
１３３９

西予市
三瓶町
有網代
（次の
図のと
おり）

土石流 有網代
４４５－
１３３９

西予市
三瓶町
有網代
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

脇川
４４５－
１３４４

西予市
三瓶町
蔵貫浦
（次の
図のと
おり）

土石流 脇川
４４５－
１３４４

西予市
三瓶町
蔵貫浦
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

シンデ
ン川
４４５－
１３４６

西予市
三瓶町
蔵貫
（次の
図のと
おり）

土石流 シンデ
ン川
４４５－
１３４６

西予市
三瓶町
蔵貫
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

川原川
４４５－
１３４７

西予市
三瓶町
蔵貫
（次の
図のと
おり）

土石流 川原川
４４５－
１３４７

西予市
三瓶町
蔵貫
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東谷平
川
４４５－
１３４８

西予市
三瓶町
蔵貫
（次の
図のと
おり）

土石流 東谷平
川
４４５－
１３４８

西予市
三瓶町
蔵貫
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西蔵貫
浦川
４４５－
１３５０

西予市
三瓶町
蔵貫浦
（次の
図のと
おり）

土石流 西蔵貫
浦川
４４５－
１３５０

西予市
三瓶町
蔵貫浦
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

中ノ浦
川
４４５－
１３５５

西予市
三瓶町
下泊
（次の
図のと
おり）

土石流 中ノ浦
川
４４５－
１３５５

西予市
三瓶町
下泊
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

大野川
４４５－
１３５６

西予市
三瓶町
下泊
（次の
図のと
おり）

土石流 大野川
４４５－
１３５６

西予市
三瓶町
下泊
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

宮久保
川
４４５－
１３５７ａ

西予市
三瓶町
下泊
（次の
図のと
おり）

土石流 宮久保
川
４４５－
１３５７ａ

西予市
三瓶町
下泊
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

宮久保
川
４４５－
１３５７ｂ

西予市
三瓶町
下泊
（次の
図のと
おり）

土石流 宮久保
川
４４５－
１３５７ｂ

西予市
三瓶町
下泊
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

本浦川
４４５－
１３５８

西予市
三瓶町
下泊
（次の
図のと
おり）

土石流 本浦川
４４５－
１３５８

西予市
三瓶町
下泊
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り
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蛇滝川
４６１－
１００３

西予市
明浜町
宮野浦
（次の
図のと
おり）

土石流 蛇滝川
４６１－
１００３

西予市
明浜町
宮野浦
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

中浦川
４６１－
１００６

西予市
明浜町
宮野浦
（次の
図のと
おり）

土石流 中浦川
４６１－
１００６

西予市
明浜町
宮野浦
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

小浦川
４６１－
１００７

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

土石流 小浦川
４６１－
１００７

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西河内
川
４６１－
１００８

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

土石流 西河内
川
４６１－
１００８

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

北川
４６１－
１００９

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

土石流 北川
４６１－
１００９

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

影平川
４６１－
１０１１ｂ

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

土石流 影平川
４６１－
１０１１ｂ

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

中滝川
４６１－
１０１２

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

土石流 中滝川
４６１－
１０１２

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

南川
４６１－
１０１３

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

土石流 南川
４６１－
１０１３

西予市
明浜町
高山
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

蔵の谷
川
４６１－
１０１４

西予市
明浜町
狩浜
（次の
図のと
おり）

土石流 蔵の谷
川
４６１－
１０１４

西予市
明浜町
狩浜
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

大神谷
川
４６１－
１０１５

西予市
明浜町
狩浜
（次の
図のと
おり）

土石流 大神谷
川
４６１－
１０１５

西予市
明浜町
狩浜
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

河原川
４６１－
１０１７

西予市
明浜町
狩浜
（次の
図のと
おり）

土石流 河原川
４６１－
１０１７

西予市
明浜町
狩浜
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

山口川
４６１－
１０１９

西予市
明浜町
狩浜
（次の
図のと
おり）

土石流 山口川
４６１－
１０１９

西予市
明浜町
狩浜
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

網代川
４６１－
１０２０

西予市
明浜町
狩浜
（次の
図のと
おり）

土石流 網代川
４６１－
１０２０

西予市
明浜町
狩浜
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西谷川
４６１－
１０２１

西予市
明浜町
渡江
（次の
図のと
おり）

土石流 西谷川
４６１－
１０２１

西予市
明浜町
渡江
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

中ノ谷
川
４６１－
１０２２

西予市
明浜町
渡江
（次の
図のと
おり）

土石流 中ノ谷
川
４６１－
１０２２

西予市
明浜町
渡江
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

東谷川
４６１－
１０２３

西予市
明浜町
渡江
（次の
図のと
おり）

土石流 東谷川
４６１－
１０２３

西予市
明浜町
渡江
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

脇川
４６１－
１０２６

西予市
明浜町
俵津
（次の
図のと
おり）

土石流 脇川
４６１－
１０２６

西予市
明浜町
俵津
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

西川
４６１－
１０２７

西予市
明浜町
俵津
（次の
図のと
おり）

土石流 西川
４６１－
１０２７

西予市
明浜町
俵津
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

網干川
４６１－
１０２９

西予市
明浜町
俵津
（次の
図のと
おり）

土石流 網干川
４６１－
１０２９

西予市
明浜町
俵津
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

伊ノ浦
川
４６１－
１０３０ａ

西予市
明浜町
俵津
（次の
図のと
おり）

土石流 伊ノ浦
川
４６１－
１０３０ａ

西予市
明浜町
俵津
（次の
図のと
おり）

土石流 次の図のとお
り

（「次の図」は、省略し、その図面は、土木部河川港湾局砂防課、

西予土木事務所及び西予市に備えて一般の縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第４３３号
土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法

律（平成１２年法律第５７号）第６条第１項の規定に基づき、次のとお

り土砂災害警戒区域を指定する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

土砂災害警戒区域

名 称 指定の
区域

土砂災害
の発生原
因となる
自然現象
の種類

伊ノ浦
川
４６１－
１０３０ｂ

西予市
明浜町
俵津
（次の
図のと
おり）

土石流

堀田川
４４５－
１２９２

西予市
三瓶町
周木
（次の
図のと
おり）

土石流

向新地
川
４４５－
１３１４

西予市
三瓶町
垣生
（次の
図のと
おり）

土石流

永井川
４４５－
１３１５ａ

西予市
三瓶町
朝立
（次の
図のと
おり）

土石流

西永井
川
４４５－
１３１６

西予市
三瓶町
朝立
（次の
図のと
おり）

土石流
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下三十
峰川
４４５－
１３２８

西予市
三瓶町
朝立
（次の
図のと
おり）

土石流

津布理
川
４４５－
１３３３

西予市
三瓶町
津布理
（次の
図のと
おり）

土石流

東神ヶ
谷川
４４５－
１３３４

西予市
三瓶町
津布理
（次の
図のと
おり）

土石流

南蔵貫
浦川
４４５－
１３４２

西予市
三瓶町
蔵貫浦
（次の
図のと
おり）

土石流

下皆江
川
４４５－
１３５２

西予市
三瓶町
皆江
（次の
図のと
おり）

土石流

山前川
４４５－
１３５３

西予市
三瓶町
皆江
（次の
図のと
おり）

土石流

福岡川
４６１－
１０２５

西予市
明浜町
俵津
（次の
図のと
おり）

土石流

（「次の図」は、省略し、その図面は、土木部河川港湾局砂防課、

西予土木事務所及び西予市に備えて一般の縦覧に供する。）

�������
�愛媛県告示第４３４号
測量法（昭和２４年法律第１８８号）第３９条において準用する同法第

１４条第２項の規定に基づき、国土交通省四国地方整備局松山港湾・

空港整備事務所長から次のとおり公共測量が終了した旨の通知があっ

た。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 作業種類 公共測量（３級基準点測量）

２ 作業期間 平成２３年３月１日から

平成２３年３月１５日まで

３ 作業地域 宇和島市北部・西部・南部、愛南町北部

�������
�愛媛県告示第４３５号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づく特定施設の設置

の許可の申請があった。

なお、法第５条第３項に規定する書面は、愛媛県西条保健所及び

西条市役所において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する。

平成２３年３月２９日

愛媛県西条保健所長 新 山 徹 二

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

ＰＶＧ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ 株式会社

神奈川県横浜市港北区篠原町３０１４番地２

代表取締役 石川 直揮

２ 事業場の名称及び所在地

ＰＶＧ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ 株式会社西条工場

西条市港字北新地４５５番１

３ 特定施設に関する事項

� 表面処理装置

特 定 施 設 の 種 類
水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第
１８８号。以下「政令」という。）別表第
１第６５号 酸又はアルカリによる表面処
理施設

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たりウエハー１，１２５枚処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後２週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ３．０～１１．０

最大 ２．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４２

最大 ４３

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３

最大 ５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １３

最大 １５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．１

最大 ０．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １７９

最大 １９０

備考 汚水等は、酸・アルカリ系中和分解処理設備にて処理する。
なお、高濃度汚水は、産業廃棄物処理業者へ委託処理する。

� エッチング・洗浄装置①

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６５号 酸又はアルカリに
よる表面処理施設

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たりウエハー１，１２５枚処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後２週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに
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りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．１

最大 ０．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５４．５

最大 ５８．０

備考 汚水等は、酸・アルカリ系中和分解処理設備にて処理する。
なお、高濃度汚水は、産業廃棄物処理業者へ委託処理する。

� 石英チューブ洗浄槽

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６５号 酸又はアルカリに
よる表面処理施設

特 定 施 設 の 能 力 １日当たり石英チューブ１本処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後２週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ４．０～６．０

最大 ３．０～６．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １

最大 ２

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３

最大 ５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．１

最大 ２．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．１

最大 ０．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３．５

最大 ４．０

備考 汚水等は、酸・アルカリ系中和分解処理設備にて処理する。
なお、高濃度汚水は、産業廃棄物処理業者へ委託処理する。

� 排気処理装置

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり３９８立方メートル処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後２週間

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ３．０～１１．０

最大 ２．０～１２．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ３５

最大 ３７

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３

最大 ５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １７

最大 １９

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．１

最大 ０．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ６８

最大 ７１

備考 汚水等は、酸・アルカリ系中和分解処理設備にて処理する。
なお、高濃度汚水は、産業廃棄物処理業者へ委託処理する。

� エッチング・洗浄装置②

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６５号 酸又はアルカリに
よる表面処理施設

特 定 施 設 の 能 力 １時間当たりウエハー１，１２５枚処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後２週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ３．０～６．０

最大 ２．０～６．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５６

最大 ５８

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３

最大 ５

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．１

最大 ２．０
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よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．０～６．０

最大 ４．０～６．０

通常 ７．０～９．０

最大 ７．０～１０．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２００

最大 ２１０

通常 ２００

最大 ２１０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 ２０

通常 ３０

最大 ５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５００

最大 ５２５

通常 ５００

最大 ５２５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７

最大 ２９

通常 ２７

最大 ２９

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １１．５

最大 １３．０

通常 １１．５

最大 １３．０

備考 汚水は、酸・アルカリ系中和分解処理設備にて処理する。

� 酸・アルカリ系中和分解処理設備

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

処 理 施 設 の 種 類 化学処理

処 理 施 設 の 型 式 中和分解処理方式

処 理 施 設 の 構 造 鉄筋コンクリート及び鋼板製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦８．０１メートル 横６．８１メートル
高さ８．００メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり３７１立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 中和分解処理方式

処理施設の使用時間間隔 連続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 なし

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．０～１１．０

最大 ４．０～１２．０

通常 ６．５～８．０

最大 ５．８～９．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ４４

最大 ４６

通常 １５

最大 １６

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５．２

最大 １０．５

通常 ５．２

最大 １０．５

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．０～６．０

最大 ４．０～６．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ２００

最大 ２１０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 ２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５００

最大 ５２５

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２７

最大 ２９

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １１．５

最大 １３．０

備考 汚水等は、ＨＦ凝集沈殿処理設備にて処理する。

４ 汚水等の処理施設に関する事項

� ＨＦ凝集沈殿処理設備

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後３週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

処 理 施 設 の 種 類 物理化学的処理

処 理 施 設 の 型 式 凝集沈殿処理方式

処 理 施 設 の 構 造 鋼板製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法 縦５．２１メートル 横１．３８メートル
高さ３．００メートル

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり１３立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 凝集沈殿処理方式

処理施設の使用時間間隔 連続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 なし

処理施設に 項 目 処 理 前 処 理 後
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�愛媛県告示第４３６号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第５条第１項の規定に基づく特定施設の設置

の許可の申請があった。

なお、法第５条第３項に規定する書面は、愛媛県西条保健所及び

西条市役所において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する。

平成２３年３月２９日

愛媛県西条保健所長 新 山 徹 二

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

ルネサスエレクトロニクス株式会社

神奈川県川崎市中原区下沼部１７５３番地

代表取締役社長 赤尾 泰

２ 事業場の名称及び所在地

ルネサスエレクトロニクス株式会社西条事業所

西条市ひうち８番地６

３ 特定施設に関する事項

� 除害装置Ａ

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５０

最大 ５０

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｂ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設
（３基）

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．１１立方メートル処理×３基

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

特 定 施 設 の 種 類
水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第
１８８号。以下「政令」という。）別表第
１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設（５基）

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．１１立方メートル処理×５基

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２８

最大 ３１

通常 ２８

最大 ３１

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １．０

最大 １．３

通常 １．０

最大 １．３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３４８．３

最大 ３７１．０

通常 ３４８．３

最大 ３７１．０

５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ６．５～７．５

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ７．８

最大 ９．４

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３．５

最大 １０．０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １３．０

最大 １６．０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．５

最大 ０．７

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ７００

最大 ８００

備考 この他に、雨水排水口が１箇所ある。
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使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５０

最大 ５０

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｅ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．１８立方メートル処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３０

最大 ３０

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｃ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設
（５基）

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．０６立方メートル処理×５基

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５０

最大 ５０

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｄ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設
（５基）

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．０８立方メートル処理×５基

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間
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特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １１

最大 １１

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｈ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．０６立方メートル処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １１

最大 １１

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｆ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．０８立方メートル処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １１

最大 １１

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｇ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．１３立方メートル処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続
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特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ７７

最大 ７７

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｋ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設
（６基）

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．２立方メートル処理×６基

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ６６

最大 ６６

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １０

最大 １０

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｉ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設
（８基）

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．１立方メートル処理×８基

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ８０

最大 ８０

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｊ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設
（７基）

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．２立方メートル処理×７基

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし
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る汚水等の

汚染状態の

値

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４４

最大 ４４

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｎ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．１立方メートル処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １０

最大 １０

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｌ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設
（５基）

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．２立方メートル処理×５基

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ５５

最大 ５５

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｍ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設
（４基）

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．１立方メートル処理×４基

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０
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る汚水等の

汚染状態の

値

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １１

最大 １１

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｑ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．１３立方メートル処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １１

最大 １１

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｏ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．２４立方メートル処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １１

最大 １１

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｐ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．１８立方メートル処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

愛 媛 県 報平成２３年３月２９日 第２２５４号
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る汚水等の

汚染状態の

値

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １１

最大 １１

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｔ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設
（２基）

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．１２立方メートル処理×２基

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２０

最大 ２０

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｒ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．２立方メートル処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １１

最大 １１

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｓ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．１８立方メートル処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

愛 媛 県 報平成２３年３月２９日 第２２５４号
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る汚水等の

汚染状態の

値

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １１

最大 １１

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 現像装置Ａ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６５号 酸又はアルカリに
よる表面処理施設（５５基）

特 定 施 設 の 能 力 １日当たり７００枚処理×５５基

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １２．０～１３．０

最大 １２．０～１３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５０

最大 ５０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４３０

最大 ４３０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０１

最大 ０．０１

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３０．８

最大 ３０．８

備考 汚水等は、ＳＯＰＤ処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｕ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設
（３基）

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．１８立方メートル処理×３基

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ３３

最大 ３３

備考 汚水等は、弗素含有廃水処理施設にて処理する。

� 除害装置Ｖ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６３号ホ 廃ガス洗浄施設

特 定 施 設 の 能 力 １分当たり０．２立方メートル処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

愛 媛 県 報平成２３年３月２９日 第２２５４号
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処理施設の使用の季節的変動
の概要 なし

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 １．０～３．０

最大 １．０～３．０

通常 ８．０～１０．０

最大 ８．０～１０．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．２

最大 ９．５

通常 ８．２

最大 ９．５

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ３０

最大 ５０

通常 ３０

最大 ５０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １８０

最大 ２７８

通常 ５

最大 ８

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １，６３０

最大 １，６８０

通常 １，６３０

最大 １，６８０

備考 汚水等は、酸アルカリ廃水中和処理施設にて処理する。

� ＳＯＰＤ処理施設

設 置 年 月 日 平成１０年３月１日

処 理 施 設 の 種 類 生物化学的処理

処 理 施 設 の 型 式 膜分離式活性汚泥方式

処 理 施 設 の 構 造 ステンレス製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法
ばっ気槽Ⅰ 縦２．５メートル 横７．５メー
トル 高さ３．５メートル
ばっ気槽Ⅱ 縦２．５メートル 横５．５メー
トル 高さ３．５メートル

処 理 施 設 の 能 力 １時間当たり１．８立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 膜分離式活性汚泥処理方式

処理施設の使用時間間隔 連続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 なし

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 １２．０～１３．０

最大 １２．０～１３．０

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５０

最大 ５０

通常 ２０

最大 ２０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２０

通常 ５

最大 ５

� 現像装置Ｂ

特 定 施 設 の 種 類 政令別表第１第６５号 酸又はアルカリに
よる表面処理施設（２３基）

特 定 施 設 の 能 力 １日当たり７００枚処理×２３基

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手後１週間

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

特定施設の使用時間間隔 連続

特定施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

特定施設の使用の季節的変動
の概要 なし

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 １２．０～１３．０

最大 １２．０～１３．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５０

最大 ５０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２０

最大 ２０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４３０

最大 ４３０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０１

最大 ０．０１

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ９．２

最大 ９．２

備考 汚水等は、ＳＯＰＤ処理施設にて処理する。

４ 汚水等の処理施設に関する事項

� 弗素含有廃水処理施設

設 置 年 月 日 平成１８年６月２１日

処 理 施 設 の 種 類 物理化学的処理

処 理 施 設 の 型 式 凝集沈殿方式

処 理 施 設 の 構 造 コンクリート製及びエポキシ樹脂製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法
凝集槽 縦２．１メートル 横２．９メートル
高さ３．５メートル
沈殿槽 縦９．５メートル 横９．５メートル
高さ３．５メートル

処 理 施 設 の 能 力 １時間当たり７２立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 凝集沈殿方式

処理施設の使用時間間隔 連続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間
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�愛媛県告示第４３７号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第８条第１項の規定に基づく特定施設の構造

等の変更の許可の申請があった。

なお、法第８条第３項において準用する法第５条第３項に規定す

る書面は、西条保健所及び西条市役所において告示の日から３週間

公衆の縦覧に供する。

平成２３年３月２９日

愛媛県西条保健所長 新 山 徹 二

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

株式会社中国フジパン

岡山県倉敷市中庄３１８５番地

代表取締役 磯村 晴起

２ 事業場の名称及び所在地

株式会社中国フジパン四国工場

西条市ひうち字ひうち３番地１２

３ 特定施設の種類

水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第１８８号）別表第１第６６

号の４ ちゅう房施設

４ 変更しようとする事項の内容

特定施設の構造、特定施設の使用の方法、汚水等の処理の方法、

排出水の汚染状態及び量の変更

５ 特定施設に関する事項

変 更 前 変 更 後

特 定 施 設 の 能 力
１日当たり
弁当４，５００食
サンドイッチ
２０，０００食

１日当たり
弁当１７，０００食
サンドイッチ
１２，０００食
おにぎり３０，０００個

原材料の種類及び１日当たり
の使用量

米 １，１５０キログ
ラム
食品 ８００キログ
ラム
パン ８００個

米 ３，０００キログ
ラム
食品 ３，０００キロ
グラム
パン ５００個

５ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

汚水等の汚

染状態の値

水素イオン

濃度（水素

指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ６．６

最大 ７．７

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ４０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １

最大 ６

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２２

最大 ４０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ８，２９５

最大 ９，０００

備考 この他に、雨水排水口が５箇所ある。

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４３０

最大 ４３０

通常 １００

最大 １００

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０１

最大 ０．０１

通常 ０．０１

最大 ０．０１

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４０

最大 ４０

通常 ４０

最大 ４０

備考 汚水等は、酸アルカリ廃水中和処理施設にて処理する。

� 酸アルカリ廃水中和処理施設

設 置 年 月 日 昭和５８年９月３０日

処 理 施 設 の 種 類 化学処理

処 理 施 設 の 型 式 中和処理方式

処 理 施 設 の 構 造 エポキシ樹脂製

処 理 施 設 の 主 要 寸 法
１次中和槽 縦２．５メートル 横３．５メー
トル 高さ３．５メートル ×２基
２次中和槽 縦２．５メートル 横３．５メー
トル 高さ３．５メートル ×２基

処 理 施 設 の 能 力 １時間当たり３００立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 中和処理方式

処理施設の使用時間間隔 連続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 なし

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ３．０～１０．０

最大 ３．０～１０．０

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ８．０

最大 ９．４

通常 ８．０

最大 ９．４

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２３．９

最大 ３８．８

通常 ２３．９

最大 ３８．８

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２９．７

最大 ５２．８

通常 ２９．７

最大 ５２．８

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １．４

最大 ８．０

通常 １．４

最大 ８．０

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ６，０８０

最大 ６，０８０

通常 ６，０８０

最大 ６，０８０

愛 媛 県 報平成２３年３月２９日 第２２５４号
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�愛媛県告示第４３８号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、東予地方局四国中央土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

特定施設か

ら排出され

る汚水等の

汚染状態の

値

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ４．５～９．５

最大 ４．０～１０．０

通常 ４．５～６．０

最大 ４．０～１０．０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ３２０

最大 ４００

通常 ４００

最大 ６００

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４００

最大 ５００

通常 ３００

最大 ５００

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ４０

最大 ５０

通常 ４０

最大 ６０

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １２

最大 １５

通常 １２

最大 １５

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １４５

最大 １６５

通常 ２００

最大 ２５０

６ 汚水等の処理施設に関する事項

変 更 前 変 更 後

処 理 施 設 の 型 式 活性汚泥法 活性汚泥法及び生
物膜ろ過法

処 理 施 設 の 能 力 １日当たり１７０立
方メートル処理

１日当たり２５０立
方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式
活性汚泥、接触酸
化及び凝集沈殿方
式

活性汚泥、生物膜
ろ過、接触酸化及
び凝集沈殿方式

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処理前 処理後 処理前 処理後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常
４．５～９．５
最大

４．０～１０．０

通常
５．８～８．６
最大

５．８～８．６

通常
４．５～６．０
最大

４．０～１０．０

通常
５．８～８．６
最大

５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常
３２０
最大
４００

通常
１０
最大
１０

通常
４００
最大
６００

通常
１０
最大
１０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
４００
最大
５００

通常
１０
最大
１０

通常
３００
最大
５００

通常
１０
最大
１０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
４０
最大
５０

通常
２２
最大
２５

通常
４０
最大
６０

通常
２０
最大
２２

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常
１２
最大
１５

通常
１
最大
３

通常
１２
最大
１５

通常
１
最大
３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常
１５０
最大
１７０

通常
１５０
最大
１７０

通常
２００
最大
２５０

通常
２００
最大
２５０

７ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

汚水等の汚

染状態の値

項 目 変 更 前 変 更 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 １０

最大 １０

通常 １０

最大 １０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １０

最大 １０

通常 １０

最大 １０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２２

最大 ２５

通常 ２０

最大 ２２

りん含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 １

最大 ３

通常 １

最大 ３

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 １５０

最大 １７０

通常 ２００

最大 ２５０

備考 雨水排水口は変更なし。

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 川之江大豊線

四国中央市新宮町馬立３６６９番地先から
同町馬立３６４３番地先まで

及 び
四国中央市新宮町馬立３５６５番から
同町馬立３５８２番まで

旧
４．６～１６．１

１６．３～３８．０

０．１２５

０．１１６

四国中央市新宮町馬立３５６５番から

同町馬立３５８２番まで
新 １６．３～３８．０ ０．１１６
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�愛媛県告示第４３９号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、東予地方局今治土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第４４０号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、東予地方局今治土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第４４１号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、東予地方局今治土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第４４２号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、東予地方局今治土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 弓削島循環線
越智郡上島町弓削上弓削３５６番地先から

同町弓削上弓削１９１３番地先まで

旧 １０．０～１５．０ ０．０２５

新 １０．０～１５．０ ０．０２５

〃 〃
越智郡上島町弓削上弓削３５６番地先から

同町弓削上弓削１９０７番地先まで

旧 ３．０～３５．０ ０．５２１

新 ３．０～３５．０ ０．５２１

〃 〃
越智郡上島町弓削上弓削１９１１番から

同町弓削上弓削１９０７番地先まで

旧 １１．０～３５．０ ０．３３７

新 １１．０～３５．０ ０．３３７

〃 〃
越智郡上島町弓削上弓削１９１３番地先から

同町弓削上弓削１９１１番地先まで

旧 ０．０ ０．０００

新 ０．０～１２．０ ０．０６４

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 弓削島循環線
越智郡上島町弓削上弓削４６５番２から

同町弓削上弓削３５５番２まで
平成２３年３月２９日

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 玉川菊間線
今治市菊間町松尾７１４番地から

同町高田１６番２まで
平成２３年３月２９日
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�愛媛県告示第４４３号
松山市から協議のあった市営土地改良事業（農業用道路整備事業・

睦月地区）の計画の変更は、適当と認められるので、土地改良法

（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の３第５項及び第４８条第９項にお

いて準用する同法第８条第６項の規定により、次のとおり関係書類

を縦覧に供する。

平成２３年３月２９日

愛媛県中予地方局長 門 屋 � 三

１ 縦覧に供すべき書類の名称

� 市営土地改良事業（農業用道路整備事業・睦月地区）変更計

画書の写し

� 松山市営土地改良事業等の分担金等徴収に関する条例の写し

２ 縦覧期間

平成２３年３月３０日から４月２６日まで

３ 縦覧場所

松山市役所中島支所

�愛媛県告示第４４４号
松山市から協議のあった市営土地改良事業（農業用用排水施設整

備事業・睦月地区）の計画の変更は、適当と認められるので、土地

改良法（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の３第５項及び第４８条第９

項において準用する同法第８条第６項の規定により、次のとおり関

係書類を縦覧に供する。

平成２３年３月２９日

愛媛県中予地方局長 門 屋 � 三

１ 縦覧に供すべき書類の名称

� 市営土地改良事業（農業用用排水施設整備事業・睦月地区）

変更計画書の写し

� 松山市営土地改良事業等の分担金等徴収に関する条例の写し

２ 縦覧期間

平成２３年３月３０日から４月２６日まで

３ 縦覧場所

松山市役所中島支所

�愛媛県告示第４４５号
四国地方整備局長から道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定により道路の区域を次のように変更した旨の通知があった。

その関係図面は、四国地方整備局及び同局中村河川国道事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第４４６号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、中予地方局久万高原土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成２３年３月２９日

愛媛県知事 中 村 時 広

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 大西波止浜港線
今治市大西町脇甲１８３８番２から

同町大井浜１５４番１まで
平成２３年３月２９日

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

一 般 国 道 ４４０号
上浮穴郡久万高原町西谷字横野５６６８番２から

同町西谷字横野８０９４番１まで

旧 ３．７～３８．２
１０．３～９３．０

９．１４３
２．７６２

新 ３．７～３８．２
１０．３～８４．０

９．１４３
２．７６２

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 落合久万線
上浮穴郡久万高原町直瀬甲２７７２番１地先から

同町直瀬甲３２４７番２まで
平成２３年３月３０日

一 般 国 道 ４４０号
上浮穴郡久万高原町西谷字横野７９３０番１から

同町西谷字横野７９４０番まで
平成２３年４月１日

��������������

��������������
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�愛媛県人事委員会公告第１号
平成２３年度愛媛県警察官（男性）（大学卒及び大学卒特別募集）採用候補者試験公告

平成２３年３月２９日

愛媛県人事委員会

松山市一番町四丁目４番地２愛媛県庁内 〒７９０－８５７０�
�
�
�
��

電話（０８９）９１２－２８２６

�
�
�
�
��愛媛県ＨＰ http：／／www．pref．ehime．jp／

愛媛県警察本部

松山市南堀端町２番地２ 〒７９０－８５７３�
�
�
�
��

電話（０８９）９３４－０１１０ 内線２６２１・２６２３

�
�
�
�
��愛媛県警察本部ＨＰ http：／／www．police.pref.ehime.jp／

愛媛県警察官（男性）（大学卒及び大学卒特別募集）採用候補者試験を次のとおり行います。

なお、この試験（大学卒特別募集を除く。）を受けることにより、警視庁、神奈川県、大阪府又は兵庫県の警察官になるみちがあります。

１ 受付期間

� 申込書を持参又は郵送する場合

平成２３年４月４日（月）から４月１９日（火）までの執務時間中（月曜日から金曜日までの午前８時３０分から午後５時１５分まで）受け

付けます。

なお、郵送の場合は、同日までの消印のあるものに限り、受け付けます。

� インターネットを利用して申し込む場合

平成２３年４月５日（火）から４月１２日（火）までに届いたものに限り、受け付けます。

２ 試験区分、採用予定人員及び採用予定時期

試験は、次の試験区分ごとに行いますが、申し込むことができる試験区分は一つに限ります。申込み後の試験区分の変更はできません。

試 験 区 分
採 用 予 定 人 員

採用予定時期
愛媛県 警視庁 神奈川県 大阪府 兵庫県

大 学 卒 ６７人程度 ３人程度 ３人程度 ８人程度 ３人程度 平成２４年４月１日

大 学 卒
特 別 募 集

２２人程度 平成２３年１０月１日

なお、試験区分で大学卒を志望する場合は、次のことに注意してください。

� 警視庁、神奈川県、大阪府及び兵庫県の中から第２志望を選択することができます。

なお、愛媛県以外の都府県を第１志望とすることはできません。

� 申込み後の志望都府県の変更はできません。

	 愛媛県の第１次試験に合格した場合、第２志望はなかったものとみなします。

３ 職務の内容

個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防及び捜査、被疑者の逮捕、交通の取締りその他公安の維持に従事します。

４ 受験資格

� 日本の国籍を有する者

� 地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第１６条各号のいずれにも該当しない者

	 それぞれの試験について、次に該当する者

試 験 区 分 生 年 月 日 ・ 学 歴 ・ そ の 他

大 学 卒
昭和５６年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた男子で、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）による大学（短期大学を除

く。）若しくはこれと同等と愛媛県人事委員会が認めるもの（以下「大学等」という。）を卒業した者又は大学等を平成２４年３月
末日までに卒業する見込みの者

大 学 卒
特 別 募 集

ア 昭和５６年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた男子で、大学等を卒業した者又は大学等を平成２３年９月末日までに卒
業する見込みの者

イ 平成２３年１０月１日の採用に応じられる者

ただし、警視庁の受験資格（生年月日）は「昭和５６年５月１０日から平成２年４月１日まで」です。これに該当しない場合は、警視庁を

第２志望とすることはできません。

また、「大学等」に相当するものについては、他の都府県によっては愛媛県と異なる場合がありますので、志望する都府県に直接問い

合わせてください。

人事委員会公告

愛 媛 県 報平成２３年３月２９日 第２２５４号
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５ 試験の方法等

� 試験は、第１次試験及び第２次試験とし、次のとおり行います。

なお、第２次試験は、第１次試験に合格した者に対して行います。

区分 試験・検査種目 配点 試 験 の 内 容

第
１
次
試
験

教 養 試 験 ５０点
警察官として必要な一般的知識及び知能について、大学卒業程度の筆記試験を行います。（択一式５０題、解答時間２時

間３０分）

身 体 検 査 －

警察官として職務遂行上必要な身体を有するかどうかについて、次のような基準で検査します。
○身 長 おおむね１６０センチメートル以上であること。
○体 重 おおむね４７キログラム以上であること。
○胸 囲 おおむね７８センチメートル以上であること。
○視 力 両眼とも、裸眼視力が０．６以上又は矯正視力が１．０以上であること。
○聴 力 完全であること。
○その他 身体に障害その他の異常がなく健康であること。

第
２
次
試
験

口 述 試 験 ７５点 人物について総合的に評定するため、個別面接を行います。

作 文 試 験 ３０点 警察官として必要な識見、思考力、表現力等について、作文試験を行います。（課題１題、解答時間１時間）

体 力 検 査 －

警察官として職務遂行に必要な体力を有するかどうかについて、次のような検査を行います。

種 目 基 準

反復横とび ５０回以上／２０秒間

握力 ４５キログラム以上（左右の平均）

上体起こし ２５回以上／３０秒間

垂直とび ５５センチメートル以上

腕立伏臥腕屈伸 ３０回以上

２０メートルシャトルラン ６５回以上

長座体前屈 ４５センチメートル以上

適 性 検 査 － 警察官として職務遂行に必要な適性について、検査を行います。

身体精密検査 －
警察官として職務遂行に必要な健康度について、所定の身体検査書の提出により検査を行います。
なお、弁色力については、次の基準で検査を行います。
○弁色力 職務遂行に支障がないこと。

� 第１次試験合格者は、教養試験の得点の高い順に決定します。ただし、教養試験、身体検査のうち、一定の基準に達しない種目があ

る場合には、得点にかかわらず不合格となります。

� 最終合格者は、第２次試験の総合得点の高い順に決定します。ただし、第２次試験の各試験種目、検査種目のうち、一定の基準に達

しない種目がある場合には、総合得点にかかわらず不合格となります。

なお、体力検査については、７種目中４種目以上、前記の基準に達しない種目がある場合には、総合得点にかかわらず不合格となり

ます。

� 教養試験の例題及び前年度に出題した作文試験の課題を、愛媛県のホームページに掲載しています。また、愛媛県人事委員会事務局

等において閲覧することもできます。

� 第１次試験当日には、身体検査に適した服装を準備してください。

※ 愛媛県以外の都府県の身体検査の基準及び第２次試験の試験方法等については、志望する都府県に直接問い合わせてください。

６ 試験日、試験会場及び合格発表

区 分 試 験 区 分 試 験 日 試 験 会 場 合 格 発 表

第１次試験

大 学 卒
平成２３年５月８日

（日曜日）
�
�
�
�

午前 教養試験	�
�



午後 身体検査

松山南高等学校

（松山市末広町１１番地１）

平成２３年５月下旬に愛媛県庁

前掲示板に掲示するほか、合格

した者に通知します。
大 学 卒

特 別 募 集

第２次試験

大 学 卒

第１次試験に合格した者に通知します。

平成２３年７月中旬に愛媛県庁

前掲示板に掲示するほか、合格

した者に通知します。
大 学 卒

特 別 募 集

※ 愛媛県以外の都府県の合格発表については、志望する都府県に直接問い合わせてください。

愛 媛 県 報平成２３年３月２９日 第２２５４号
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７ 合格から採用まで

� この試験の最終合格者は、愛媛県警察官（男性）採用候補者として、試験区分ごとに作成する採用候補者名簿に記載されます。

この名簿は、原則として、大学卒は平成２４年４月以降の、大学卒特別募集は平成２３年１０月以降の採用に対するものであり、その有効

期間は、この名簿に記載された日（合格通知書に記載）から１年間です。

� 採用は、前記採用候補者名簿に記載された者のうちから任命権者（警察本部長）が選考を行い、決定します。したがって、採用候補

者名簿に記載された者がすべて採用されるとは限りません。

また、採用候補者名簿に記載されても、大学卒は平成２４年３月末日までに、大学卒特別募集は平成２３年９月末日までに大学等を卒業

できなかった場合は、採用されません。

� 採用者は、愛媛県巡査に任命されます。任命後は、愛媛県警察学校に入校し、６箇月間初任教養を受けた後、県下各警察署に配置さ

れます。

� 現行の警察制度では、誰でも成績次第で、管区警察学校又は警察大学校に入校して幹部としての教養を受ける機会が与えられ、上級

の警察官への昇進のみちが開けています。

※ 愛媛県以外の都府県については、志望する都府県に直接問い合わせてください。

８ 給与等

� 初任給は、職員の給与に関する条例（昭和２６年愛媛県条例第５７号）等の規定により、原則として、公安職給料表１級１９号給（現行給

料月額１９３，１２６円）が支給され、このほか該当者に対しては、扶養手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務手当、超過勤務手当、期末手

当、勤勉手当等が支給されます。

� 勤務に必要な被服等が支給されます。

※ 愛媛県以外の都府県については、志望する都府県に直接問い合わせてください。

９ 受験手続

申込用紙の入手

方法

愛媛県人事委員会事務局、愛媛県警察本部警務課、愛媛県警察学校又は県下各警察署で交付します。

なお、郵便により請求する場合は、封筒の表に「警察官（男性）（大卒）請求」と朱書し、９０円切手（１部につき）を貼った、

宛先明記の返信用封筒を同封してください。

また、愛媛県のホームページの電子行政サービス（申請書等電子配布サービス）から申込書等を印刷してとりだすこともできま

す。

申込方法及び受

験票の交付

申込書及び受験票（申込みのときは、写真は貼らないこと。）には、必要な事項を記入して愛媛県人事委員会事務局へ提出して

ください。申込書の受付と同時に受験票を交付します。受付を終わった受験票には、最近６箇月以内に撮影した写真（上半身、脱

帽、正面向き、縦６センチメートル、横４．５センチメートル）を貼って試験当日持参してください。

なお、郵便により申し込む場合は、封筒の表に「警察官（男性）（大卒）申込み」又は「警察官（男性）（大卒特別募集）申込

み」と朱書し、受験票の表に必ず宛先を明記して５０円切手を貼ったうえで、簡易書留郵便により愛媛県人事委員会事務局へ送付し

てください。簡易書留郵便によらない方法での事故については、一切責任を負いません。

受験票が４月２８日（木）までに手元に届かない場合は、愛媛県人事委員会事務局へ問い合わせてください。

また、インターネット利用による申込方法等については、愛媛県のホームページの愛媛県簡易申請システムで確認してください。

受験手続その他

の問い合わせ先
愛媛県人事委員会事務局、愛媛県警察本部警務課、愛媛県警察学校又は県下各警察署へ問い合わせてください。

１０ 試験結果の開示

この試験の結果については、愛媛県個人情報保護条例（平成１３年愛媛県条例第４１号）第２７条第１項の規定に基づき、次のとおり口頭に

より開示を請求することができます。ただし、愛媛県を志望した受験者に限ります。

開示を希望する場合は、受験者本人が、本人であることを確認できる書類（学生証又は身分証明書、運転免許証、旅券、合格通知書等）

を持参のうえ、執務時間中（月曜日から金曜日までの午前８時３０分（合格発表当日のみ、午後１時）から午後５時１５分まで）に愛媛県人

事委員会事務局へ直接おいでください。

なお、電話、はがき等による開示の請求はできませんので、注意してください。

区 分 開示請求できる人 開 示 内 容 開 示 期 間 開 示 場 所

第１次試験 第１次試験不合格者

得点及び順位（ただし、一定の基準に達しない試

験種目又は検査種目がある者については、順位に

代えて当該試験種目名又は検査種目名）

合格発表の日から１月間

愛媛県人事委員会

事 務 局

第２次試験 第２次試験受験者

第１次試験の得点及び順位並びに第２次試験の試

験種目別得点、総合得点及び総合順位（ただし、

第２次試験で一定の基準に達しない試験種目又は

検査種目がある者については、総合順位に代えて

当該試験種目名又は検査種目名）

合格発表の日から１月間

※ 第２志望の都府県の試験結果の開示については、それぞれの都府県に直接問い合わせてください。

愛 媛 県 報平成２３年３月２９日 第２２５４号
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�愛媛県人事委員会公告第２号
平成２３年度愛媛県警察官（女性）（大学卒及び大学卒特別募集）採用候補者試験公告

平成２３年３月２９日

愛媛県人事委員会

松山市一番町四丁目４番地２愛媛県庁内 〒７９０－８５７０�
�
�
�
��

電話（０８９）９１２－２８２６

�
�
�
�
��愛媛県ＨＰ http：／／www．pref．ehime．jp／

愛媛県警察本部

松山市南堀端町２番地２ 〒７９０－８５７３�
�
�
�
��

電話（０８９）９３４－０１１０ 内線２６２１・２６２３

�
�
�
�
��愛媛県警察本部ＨＰ http：／／www．police.pref.ehime.jp／

愛媛県警察官（女性）（大学卒及び大学卒特別募集）採用候補者試験を次のとおり行います。

１ 受付期間

� 申込書を持参又は郵送する場合

平成２３年４月４日（月）から４月１９日（火）までの執務時間中（月曜日から金曜日までの午前８時３０分から午後５時１５分まで）受け

付けます。

なお、郵送の場合は、同日までの消印のあるものに限り、受け付けます。

� インターネットを利用して申し込む場合

平成２３年４月５日（火）から４月１２日（火）までに届いたものに限り、受け付けます。

２ 試験区分、採用予定人員及び採用予定時期

試験は、次の試験区分ごとに行いますが、申し込むことができる試験区分は一つに限ります。申込み後の試験区分の変更はできません。

試 験 区 分 採用予定人員 採用予定時期

大 学 卒 １１人 程 度 平成２４年４月１日

大学卒特別募集 ４ 人 程 度 平成２３年１０月１日

３ 職務の内容

個人の生命、身体及び財産の保護、犯罪の予防及び捜査、被疑者の逮捕、交通の取締りその他公安の維持に従事します。

４ 受験資格

� 日本の国籍を有する者

� 地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第１６条各号のいずれにも該当しない者

	 それぞれの試験について、次に該当する者

試 験 区 分 生 年 月 日 ・ 学 歴 ・ そ の 他

大 学 卒
昭和５６年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた女子で、学校教育法（昭和２２年法律第２６号）による大学（短期大学を除

く。）若しくはこれと同等と愛媛県人事委員会が認めるもの（以下「大学等」という。）を卒業した者又は大学等を平成２４年３月
末日までに卒業する見込みの者

大 学 卒
特 別 募 集

ア 昭和５６年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた女子で、大学等を卒業した者又は大学等を平成２３年９月末日までに卒
業する見込みの者

イ 平成２３年１０月１日の採用に応じられる者

５ 試験の方法等

� 試験は、第１次試験及び第２次試験とし、次のとおり行います。

なお、第２次試験は、第１次試験に合格した者に対して行います。

区分 試験・検査種目 配点 試 験 の 内 容

第
１
次
試
験

教 養 試 験 ５０点 警察官として必要な一般的知識及び知能について、大学卒業程度の筆記試験を行います。（択一式５０題、解答時間２時
間３０分）

身 体 検 査 －

警察官として職務遂行上必要な身体を有するかどうかについて、次のような基準で検査します。
○身 長 おおむね１５３センチメートル以上であること。
○体 重 おおむね４３キログラム以上であること。
○視 力 両眼とも、裸眼視力が０．６以上又は矯正視力が１．０以上であること。
○聴 力 完全であること。
○その他 身体に障害その他の異常がなく健康であること。

口 述 試 験 ７５点 人物について総合的に評定するため、個別面接を行います。
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第
２
次
試
験

作 文 試 験 ３０点 警察官として必要な識見、思考力、表現力等について、作文試験を行います。（課題１題、解答時間１時間）

体 力 検 査 －

警察官として職務遂行に必要な体力を有するかどうかについて、次のような検査を行います。

種 目 基 準

反復横とび ４０回以上／２０秒間

握力 ２５キログラム以上（左右の平均）

上体起こし １５回以上／３０秒間

垂直とび ４０センチメートル以上

腕立伏臥腕屈伸 １５回以上

２０メートルシャトルラン ３５回以上

長座体前屈 ４５センチメートル以上

適 性 検 査 － 警察官として職務遂行に必要な適性について、検査を行います。

身体精密検査 －
警察官として職務遂行に必要な健康度について、所定の身体検査書の提出により検査を行います。
なお、弁色力については、次の基準で検査を行います。
○弁色力 職務遂行に支障がないこと。

� 第１次試験合格者は、教養試験の得点の高い順に決定します。ただし、教養試験、身体検査のうち、一定の基準に達しない種目があ

る場合には、得点にかかわらず不合格となります。

� 最終合格者は、第２次試験の総合得点の高い順に決定します。ただし、第２次試験の各試験種目、検査種目のうち、一定の基準に達

しない種目がある場合には、総合得点にかかわらず不合格となります。

なお、体力検査については、７種目中４種目以上、前記の基準に達しない種目がある場合には、総合得点にかかわらず不合格となり

ます。

� 教養試験の例題及び前年度に出題した作文試験の課題を、愛媛県のホームページに掲載しています。また、愛媛県人事委員会事務局

等において閲覧することもできます。

� 第１次試験当日には、身体検査に適した服装を準備してください。

６ 試験日、試験会場及び合格発表

区 分 試 験 区 分 試 験 日 試 験 会 場 合 格 発 表

第１次試験

大 学 卒
平成２３年５月８日

（日曜日）
�
�
�
�

午前 教養試験��
�
	午後 身体検査

松山南高等学校

（松山市末広町１１番地１）

平成２３年５月下旬に愛媛県庁

前掲示板に掲示するほか、合格

した者に通知します。大 学 卒

特 別 募 集

第２次試験

大 学 卒

第１次試験に合格した者に通知します。

平成２３年７月中旬に愛媛県庁

前掲示板に掲示するほか、合格

した者に通知します。大 学 卒

特 別 募 集

７ 合格から採用まで


 この試験の最終合格者は、愛媛県警察官（女性）採用候補者として、試験区分ごとに作成する採用候補者名簿に記載されます。

この名簿は、原則として、大学卒は平成２４年４月以降の、大学卒特別募集は平成２３年１０月以降の採用に対するものであり、その有効

期間は、この名簿に記載された日（合格通知書に記載）から１年間です。

� 採用は、前記採用候補者名簿に記載された者のうちから任命権者（警察本部長）が選考を行い、決定します。したがって、採用候補

者名簿に記載された者がすべて採用されるとは限りません。

また、採用候補者名簿に記載されても、大学卒は平成２４年３月末日までに、大学卒特別募集は平成２３年９月末日までに大学等を卒業

できなかった場合は、採用されません。

� 採用者は、愛媛県巡査に任命されます。任命後は、愛媛県警察学校に入校し、６箇月間初任教養を受けた後、県下各警察署に配置さ

れます。

� 現行の警察制度では、誰でも成績次第で、管区警察学校又は警察大学校に入校して幹部としての教養を受ける機会が与えられ、上級

の警察官への昇進のみちが開けています。

８ 給与等
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� 初任給は、職員の給与に関する条例（昭和２６年愛媛県条例第５７号）等の規定により、原則として、公安職給料表１級１９号給（現行給

料月額１９３，１２６円）が支給され、このほか該当者に対しては、扶養手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務手当、超過勤務手当、期末手

当、勤勉手当等が支給されます。

� 勤務に必要な被服等が支給されます。

９ 受験手続

申込用紙の入手

方法

愛媛県人事委員会事務局、愛媛県警察本部警務課、愛媛県警察学校又は県下各警察署で交付します。

なお、郵便により請求する場合は、封筒の表に「警察官（女性）（大卒）請求」と朱書し、９０円切手（１部につき）を貼った、

宛先明記の返信用封筒を同封してください。

また、愛媛県のホームページの電子行政サービス（申請書等電子配布サービス）から申込書等を印刷してとりだすこともできま

す。

申込方法及び受

験票の交付

申込書及び受験票（申込みのときは、写真は貼らないこと。）には、必要な事項を記入して愛媛県人事委員会事務局へ提出して

ください。申込書の受付と同時に受験票を交付します。受付を終わった受験票には、最近６箇月以内に撮影した写真（上半身、脱

帽、正面向き、縦６センチメートル、横４．５センチメートル）を貼って試験当日持参してください。

なお、郵便により申し込む場合は、封筒の表に「警察官（女性）（大卒）申込み」又は「警察官（女性）（大学卒特別募集）申

込み」と朱書し、受験票の表に必ず宛先を明記して５０円切手を貼ったうえで、簡易書留郵便により愛媛県人事委員会事務局へ送付

してください。簡易書留郵便によらない方法での事故については、一切責任を負いません。

受験票が４月２８日（木）までに手元に届かない場合は、愛媛県人事委員会事務局へ問い合わせてください。

また、インターネット利用による申込方法等については、愛媛県のホームページの愛媛県簡易申請システムで確認してください。

受験手続その他

の問い合わせ先
愛媛県人事委員会事務局、愛媛県警察本部警務課、愛媛県警察学校又は県下各警察署へ問い合わせてください。

１０ 試験結果の開示

この試験の結果については、愛媛県個人情報保護条例（平成１３年愛媛県条例第４１号）第２７条第１項の規定に基づき、次のとおり口頭に

より開示を請求することができます。

開示を希望する場合は、受験者本人が、本人であることを確認できる書類（学生証又は身分証明書、運転免許証、旅券、合格通知書等）

を持参のうえ、執務時間中（月曜日から金曜日までの午前８時３０分（合格発表当日のみ、午後１時）から午後５時１５分まで）に愛媛県人

事委員会事務局へ直接おいでください。

なお、電話、はがき等による開示の請求はできませんので、注意してください。

区 分 開示請求できる人 開 示 内 容 開 示 期 間 開 示 場 所

第１次試験 第１次試験不合格者

得点及び順位（ただし、一定の基準に達しない試

験種目又は検査種目がある者については、順位に

代えて当該試験種目名又は検査種目名）

合格発表の日から１月間

愛媛県人事委員会

事 務 局

第２次試験 第２次試験受験者

第１次試験の得点及び順位並びに第２次試験の試

験種目別得点、総合得点及び総合順位（ただし、

第２次試験で一定の基準に達しない試験種目又は

検査種目がある者については、総合順位に代えて

当該試験種目名又は検査種目名）

合格発表の日から１月間

�愛媛県公営企業告示第１号
次のとおり落札者を決定した。

平成２３年３月２９日

愛媛県立中央病院長 梶 原 眞 人

公営企業告示

落札に係る物品等の名称及び数量
契約に関する事務
を担当する機関の
名称及び所在地

落札者を決定した日 落札者の氏名及び住所 落札金額 契約の相手方を
決定した手続き 入 札 告 示 日

感染性廃棄物処理業務（処分）
約４，４００，０００リットル

愛媛県立中央病院
愛媛県松山市春日
町８３番地

平成２３年３月１１日
松山容器株式会社
松山市南吉田町２１４５番
地１

８．４６３円
（１�当り
の単価）

一般競争入札 平成２３年１月２８日

平成２３年３月２９日 発行
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